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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル） （千　　　）

23,883 199 0

18,150 165 0

20,402 185 0

1米ドル=110円

 【所管官庁担当局課・室名】環境省自然環境局自然環境計画課生物多様性戦略推進室

　生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）で採択された，2020年までの生物多様性に関する国際目標である
「愛知目標」を世界的に達成するためには，条約事務局や国際機関との連携・協力のもと，国際社会全体で着実な取
組を進めていくことが不可欠となっている。
　我が国はCOP10議長国として、途上国を対象に，愛知目標の達成に必要な能力を養成することを目的とした「生物
多様性日本基金」を条約事務局に設置し，資金を拠出した（平成22年度及び23年度に計50億円を拠出）。
　本拠出金は，生物多様性日本基金を適切に執行し，生物多様性条約事務局との緊密な意思疎通を図るため，我
が国から専門家を派遣するもの。

種　　別

平成28年度

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

単   位

平成27年度

レート ODA率（％）

　　☑イヤマークのみ　□一部イヤマーク

【備考】

平成26年度 1米ドル= 110円（注）

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

 【拠出先の国際機関名】生物多様性条約事務局

2016-B

　生物多様性国家戦略の改定支援等，途上国の能力養成に資する事業が条約事務局により実施されてい
る。その際，日本基金を核として他国等からの協調支援がレバレッジされている。日本基金の主な業務とし
て生物多様性国家戦略改定ワークショップ及び技術的支援（関連ウェブページの作成及びフォーラムの開
催），国家戦略及び改定プロセスに関する資料作成等があり，継続的な支援を実施している。なお，日本基
金を活用して平成29年3月までに世界各地において累計325回のワークショップ等が開催され，途上国にお
ける生物多様性国家戦略の改定が進められた。
　今後は，愛知目標の目標年（平成32年）までの達成に向けて，途上国へ効果的な支援が実施されるよう
に助言等を行う。

　拠出金・基金
の名称

生物多様性条約拠出金

 
【当該任意拠出金等の意義，成果等に関する我が国としての評価】

1米ドル=120円


